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内ダイア仮組治具見積仕様書

2021年10月17日

本治具はSESNET用裏当て金とダイアフラムを仮組するための治具です。

１．ダイアフラム寸法

２．ワーククランプ方法
 １．基準側クランプユニットは横方向にワークサイズに合わせてスライドで位置決め

基準側
クランプユニット

基準側
クランプユニット

移動側
クランプユニット

スライドさせてワーク
サイズに合わす
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 ２．移動側クランプユニットはボルト固定ボスをワークサイズの位置に合う穴に差し込んで
   ボルトをアジャストして、クランプユニットの位置をワーク寸法に合わす。
   横移動はキー溝に合わせて行う。

 ３．裏当て金を治具にセット

ボルトでクランパ
を引き込む

ボルト固定ボスを
穴位置に挿入

ボルトを回してク
ランプユニットを
スライド

100

152.5

キー溝ピッチは1断目は152.5mmであ
とは100mmピッチで600〜1600まで
配置可能

穴ピッチは50mmで600〜1600ま
ではネジスライドで任意に調整
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  ４．ダイアフラムをセット
   裏当て金とダイアフラムの段差（スキマ）の基準側にコマを横から挿入し、移動側から
   ボルトで押し当てる

 ５．裏当て金をセット
   当て金をセット後、上から引き込みクランプユニットを挿入して、ボルトで当て金を
   引き込む。

段差分のコマを横
から挿入

ボルトでコマに押
し付ける

引き込みクランプユ
ニットを差し込む

ボルトで引き込む


